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て
迅
速
に
雪
況
確
認
と
情
報

収
集
を
行
う 

 

●
架
線
着
氷
霜
対
策
に
つ
い
て 

・
着
氷
霜
対
策
と
し
て
、
ト
ロ

リ
線
塗
油
を
計
画
的
に
行
う 

 

・
越
後
線
・
刈
羽
～
南
吉
田
に

お
い
て
は
、
気
象
情
報
デ
ー

タ
の
判
定
を
行
い
、
ト
ロ
リ

線
加
熱
装
置
を
稼
働
さ
せ
着

氷
霜
を
除
去
す
る 

 

●
倒
木
対
策
に
つ
い
て 

・
気
象
予
報
を
的
確
に
把
握

し
、
倒
木
が
予
想
さ
れ
る
場

合
は
、
事
前
に
関
係
個
所
と

各
指
令
が
協
議
し
迅
速
な
警

戒
態
勢
を
と
る
。 

 

●
在
来
線
ホ
ー
ム
・
跨
線
橋
点

灯
方
式
の
終
夜
点
灯
に
つ
い
て 

・
冬
期
間
の
輸
送
障
害
を
考
慮

し
お
客
さ
ま
の
傷
害
事
故
防

止
（
足
元
明
か
り
確
保
）
の
た

め
、
無
人
駅
及
び
業
務
委
託

駅
の
照
明
点
灯
方
式
を
、
自

動
点
滅
器
＋
タ
イ
マ
ー
作
動

方
式
か
ら
自
動
点
滅
器
の
み

の
方
式
に
変
更
す
る  

 

積
極
的
に
降
雪
・
線
路
状
況

等
の
情
報
収
集
を
図
る 

 

・
雪
庇
監
視
カ
メ
ラ
の
ほ
か
Ｗ

ｅ
ｂ
カ
メ
ラ
を
活
用
し
、
リ

ア
ル
タ
イ
ム
の
雪
庇
状
況
等

の
情
報
収
集
を
行
う 

 

・
沿
線
カ
メ
ラ
の
活
用
に
よ
り

分
岐
器
周
辺
の
積
雪
状
況
等

の
情
報
収
集
を
行
う 

 

・
Ｊ
ｏ
ｉ
‐
Ｔ
ａ
ｂ
を
活
用
し

応
じ
て
限
流
値
増
と
し
た
ノ

ッ
チ
扱
い
を
行
う 

 

●
冬
期
閉
鎖
踏
切
傷
害
事
故

対
策
に
つ
い
て  

・
踏
切
障
害
事
故
発
生
踏
切

（
塚
の
目
踏
切
）
に
つ
い
て

は
、
道
路
管
理
者
及
び
警
察

と
の
協
議
の
結
果
、
今
冬
期

は
車
両
通
行
止
め
と
し
な
い 

 

●
Ｅ
１
２
９
系
車
両
の
改
修
に
つ

い
て 

・
パ
ン
タ
グ
ラ
フ
へ
の
積
雪
時

の
対
策
と
し
て
、
立
ち
上
が

り
力
を
調
整
す
る
車
両
の
施

行
を
拡
大
す
る
。 

 

・
パ
ン
タ
グ
ラ
フ
引
き
紐
固
渋

対
策
の
施
行
を
拡
大
す
る 

 

●
降
雪
・
線
路
状
況
等
の
情
報

収
集
に
つ
い
て 

・
関
係
個
所
か
ら
の
情
報
や
最

新
の
気
象
情
報
を
活
用
し
、

・
冠
雪
の
高
さ
だ
け
で
な
く
、

雪
庇
の
形
状
等
に
も
注
意
し

て
列
車
の
巡
視
を
行
う
と
と

も
に
、
多
量
の
降
雪
が
続
く

な
ど
必
要
な
場
合
は
、
ビ
ー

ム
除
雪
体
制
を
強
化
す
る 
 

・
架
線
設
備
等
か
ら
の
落
雪
の

恐
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
45

ｋ
ｍ
／
ｈ
以
下
の
注
意
運
転

を
行
う 

●
ブ
レ
ー
キ
デ
ィ
ス
ク
凍
結
時

の
対
応
に
つ
い
て 

・
Ｅ
１
２
９
系
車
両
に
お
い
て

ブ
レ
ー
キ
デ
ィ
ス
ク
凍
結
が

発
生
し
た
場
合
は
、
状
況
に

新
潟
地
本
は
10
月
11
日
に
団
体
交
渉
を
行
い
「
２
０
１
７

年
度 

冬
期
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
の
提
案
を
受
け
ま
し
た
。 

こ
の
間
、
地
本
・
支
社
間
で
議
論
を
重
ね
て
き
た
項
目
が
多

く
盛
り
込
ま
れ
た
内
容
と
な
り
ま
し
た
。 

し
か
し
一
方
で
不
十
分
な
点
や
課
題
も
見
受
け
ら
れ
、
冬
期

要
求
の
申
し
入
れ
を
通
じ
て
、
よ
り
雪
に
強
い
冬
期
体
制
の
実

現
に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

 

●
Ｅ
６
５
３
系
車
両
の
窓
ガ
ラ

ス
入
疵
対
策
に
つ
い
て 

・
い
な
ほ
号
全
編
成
へ
の
床
下

保
護
フ
ィ
ル
ム
貼
付
を
実
施

す
る 

 

・
ト
ン
ネ
ル
内
区
間
徐
行
を
実

施
す
る 

・
バ
ラ
ス
ト
飛
散
防
止
ネ
ッ
ト

を
昨
年
度
か
ら
継
続
し
て
設 

 

置
す
る 

●
ビ
ー
ム
か
ら
の
落
雪
防
止
対

策
に
つ
い
て  

・
落
雪
防
止
対
策
と
し
て
、
当

該
箇
所
に
お
い
て
鋼
管
ビ
ー

ム
へ
の
取
替
を
行
う 

 

申
４
号 

２
０
１
７
年
度
年
末
手
当
に
関
す
る
申
し
入
れ 

記  

１
．
２
０
１
７
年
度
年
末
手
当

は
「
基
準
内
賃
金
の
３
．
６
ヶ

月
分
」
と
し
、
12
月
15
日
ま

で
に
支
払
う
こ
と
。 

２
．
55
歳
以
上
の
社
員
（
昭
和

37

年
４
月
１
日
以
前
生
ま

れ
）
に
、
一
律
５
万
円
の
加
算

を
す
る
こ
と
。 

３
．
エ
ル
ダ
ー
社
員
の
精
勤
手

当
に
、
一
律
５
万
円
の
加
算

を
す
る
こ
と
。 

４
．
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
の
精

勤
手
当
に
、
一
律
５
万
円
の

加
算
を
す
る
こ
と
。 

以 

上 

 

に
他
な
り
ま
せ
ん
。 

 

一
方
、
努
力
し
た
労
働
者
の

生
活
は
、
住
環
境
の
制
度
変
更

を
は
じ
め
食
料
品
や
生
活
必

需
品
の
物
価
上
昇
の
影
響
を

受
け
、
将
来
に
対
す
る
不
安
感

は
増
大
の
一
途
を
辿
っ
て
い

ま
す
。 

労
働
者
一
人
ひ
と
り
が
自

ら
を
変
革
し
、
新
し
い
可
能
性

に
向
け
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
通

し
て
当
社
グ
ル
ー
プ
が
「
限
り

な
き
前
進
」
を
続
け
る
た
め
に

は
、
成
果
を
生
み
出
し
た
労
働

者
に
対
す
る
積
極
的
な
還
元

を
通
し
て
、
生
活
に
対
す
る
不

安
感
を
払
拭
す
る
こ
と
が
必

要
不
可
欠
で
す
。 

し
た
が
い
ま
し
て
以
下
の

通
り
申
し
入
れ
ま
す
の
で
、
経

営
側
の
真
摯
な
回
答
を
求
め

ま
す
。 

る
成
果
は
「
安
全
・
安
定
輸
送

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
」
の
実
現
と

「
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｋ
Ｅ
Ｔ 

Ｔ
Ｏ 

Ｔ

Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｒ
Ｏ
Ｗ
～
未
来
の

キ
ッ
プ
を
、
す
べ
て
の
ひ
と

に
。
～
」
の
推
進
に
向
け
て
日

夜
業
務
に
励
み
「
営
業
収
益
の

最
大
化
」
に
挑
戦
し
た
Ｊ
Ｒ
東

日
本
グ
ル
ー
プ
に
働
く
す
べ

て
の
労
働
者
の
努
力
の
結
果

ま
し
た
。
さ
ら
に
営
業
収
益
で

は
６
期
連
続
の
増
収
か
つ
、
第

１
四
半
期
決
算
と
し
て
は
過

去
最
高
を
記
録
し
、
四
半
期
純

利
益
も
過
去
最
高
を
示
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
８
月
18
日
に

発
表
さ
れ
た
「
夏
期
間
の
ご
利

用
状
況
」
も
、
秋
田
県
や
新
潟

県
を
中
心
と
し
た
豪
雨
災
害

の
影
響
が
あ
っ
た
に
も
関
わ

ら
ず
、
期
間
中
の
新
幹
線
・
特

急
・
急
行
列
車
が
前
年
比
１
０

０
％
と
な
り
、
お
盆
期
間
の
ご

利
用
状
況
は
対
前
年
比
１
０

１
％
を
示
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
絶
好
調
と
言
え

ル
ー
プ
経
営
構
想Ⅴ

」
の
志
を

我
が
物
と
し
、
昨
年
度
に
設
定

し
た
横
断
的
な
重
点
課
題
の

実
現
に
向
け
て
、
現
在
も
「
限

り
な
き
前
進
」
を
続
け
て
い
ま

す
。 そ

の
結
果
、
７
月
28
日
に
発

表
さ
れ
た
「
２
０
１
７
年
度
第

１
四
半
期
決
算
」
は
連
結
・
単

体
と
も
に
増
収
増
益
を
示
し

 

Ｊ
Ｒ
東
日
本
グ
ル
ー
プ
に

働
く
す
べ
て
の
労
働
者
は
、
旧

国
鉄
か
ら
の
「
自
ら
の
変
革
」

と
「
完
全
民
営
化
」
を
成
し
遂

げ
、
会
社
発
足
30
周
年
の
今
日

に
至
る
ま
で
グ
ル
ー
プ
の
持

続
的
成
長
と
発
展
に
寄
与
し

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
東
日

本
大
震
災
を
国
鉄
改
革
に
次

ぐ
第
二
の
出
発
点
と
す
る
「
グ

 

中
央
本
部
は
10
月
16
日
、
２
０
１
７
年
度
年
末
手
当

に
つ
い
て
申
４
号
と
し
て
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。 

要
求
満
額
獲
得
に
向
け
て
職
場
か
ら
た
た
か
い
を
創

り
出
し
ま
し
ょ
う
。 

 

 

 

や
一
人
ひ
と
り
の
現
状
等
が

率
直
に
語
ら
れ
、
終
了
予
定
時

刻
を
あ
っ
と
い
う
間
に
経
過

す
る
総
会
と
な
り
ま
し
た
。 

支
社
分
会
は
地
本
内
の
各

職
場
と
広
く
関
わ
り
合
い
の

あ
る
分
会
で
す
。
今
後
と
も
何

か
あ
っ
た
ら
集
ま
る
、
系
統
や

職
種
を
こ
え
て
支
え
合
う
。
そ

し
て
何
で
も
話
し
合
え
る
分

会
を
全
員
で
創
り
出
し
て
い

き
ま
す
。 （

支
社
分
会 

投
稿
） 

支
社
分
会
は
10
月
14
日
に

第
５
回
定
期
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。 

参
加
者
全
員
で
こ
の
一
年

を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
今
後

一
年
の
方
針
に
つ
い
て
話
し

合
い
ま
し
た
。 

組
合
運
動
に
対
す
る
想
い

 

 

 

 


